



























の鋼棒を使用し､長さ400m､本数を 4本､径を 36m と
する｡梁が接合する柱の向きは H形鋼の強軸側である｡






No, 柱部材 梁部材 ∩(辛) I(mrT1) dt(rnrT1) TO(KN)
I 4 400 75 1′3Py
聖杢旦J鼻と戯 担些距AtT｡担期張力Py･捷全き担里些軌
表2 鋼材の機械的性質
素材 降伏応力度(N′mm2) 引張応力度(N/ITlrn之) 伸び(%)
## S45C 611 770 9
主空柵 SS400 316 443 37
日本建築学会大会学術講演梗概集
(中国) 2008年 9 月
正会員 ○古川 純也事 同 島 有希子*







































No ## プレー ス a側塀樟 lb伽塀樺
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プレー ス無 1 121.4 249.6 14.5(1_0)
2002 56_8 116_8 10.1(0.7)
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